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協
会
活
動
状
況

〈
昭
和

四
十

四
年
度
〉

四
月

よ
り
十

二
月
末
日

(特
別
の
記
載
の
な
い
も
の
は

す
べ
て
植
物
園
に
お
い
て

)

●
五
月
十
五

日

(
木
)

第

三
十
回
理
事
会

午
後
四
時
五
十
分
よ
り
拓
銀
本
店
会
議
室

に

て
開
催
。

出
席
者
ー
東
条
、
犬
飼
、
今
井
、
井
手
、
伊

藤
(
秀
)
、

島
倉
、

渡

辺
、

楡
金
、

林
務
部

長

(
代
)
、
石
川
、
斎
藤

(
雄
)
、

坂
本
、
春
日
、
斎

藤
(
春
)
、
宮
脇
、
岩
本

(代
)
、
小
関
、
高
橋
、

高
瀬
、
林
、
辻
井
、
以
上
二

一
名
。

一
、
総
会
議
事
進
行
に

つ
い
て

二
、
事
業
報
告

。
街
路
樹
委
員
会
活
動
状
況
報
告

・
旦

局
調

査
報
告

。
十
勝
岳

望
岳
台

ス
キ
ー
リ
フ
ト
建
設
問
題

。
黒
岳

リ

フ
ト
第

二
期
計
画

の
問
題

。
赤
岳
車
道
、
駐
車
場
等
末
端
処
理

の
問
題

・
ト

ム
ラ
ウ

シ
道
路
問
題

。
豊
平
峡

工
事
現
場

の
改
善
問
題

。
真
駒
内
柏

ケ
丘
問
題

。
藻
岩
山
頂
建
造
物

の
改
廃

に

つ
い
て

。
支
笏
湖

オ

コ
タ

ソ
ペ
河
ロ
ー

丸
駒
温
泉
問
車

道

の
建
設
問
題

。
都
市
周
辺
自
然
保
護
の
問
題

・
自
然
歩
道
計
画

の
問
題

三
、
本
年
度

の
計
画

・
国
立
公
園
等

の
状
況
視
察

。
然
別
湖
周
辺
道
路

の
件

・
日
高
調
査

(
ポ

ロ
シ
リ
以
南
)

・
小
鳥

の
声
を
聞
く
会

・
コ
ル
テ
教
授
講

演
ム
ム

。
野
生
生
物
保
護

基
金

の
件

な
ど
に

つ
い
て
討
議

が
な

さ
れ
た
。

北
海
道
自
然
保
護
協
会
総
会

理
事
会
終
了
後
、
五
時
三
十
分
よ
り
拓
銀
本

店
会
議
室

に
て
開
催
。

出
席
者
-
東
条
、
犬
飼
、
今

井
、
井
手
、
伊

藤
(
秀
)
、

島
倉
、

楡
金
、

渡

辺
、

林

務
部

長

(
代
)
、
石
川
、
斎
藤
(
雄
)
、
坂
本
、
春

日
、
斎

藤
(
春
)
、
宮
脇
、
岩
本
(
代
)
、
小
関
、
高
橋
、

高
瀬
、
林
、

辻
井
、

木
下
(
代
)
、

津
守
、

山

田
(
稔
)
、
旭
川
営
林
局
長
(
代
)
、
瀬
尾
、

土
木

部
長
(
代
)
、
野
田
(
四
)
、
早
川
、
札
幌
営
林
局

長
(
代
)
、
新
得
町
長
(
代
)
、
八
木
、
内

田
、
小

倉
、
植
田
、
吉
田
(尚

)
、
笹

本
、

山
口
、
開
発

局
農
水
部
長
、
萩

原
(
代
)
、
磯

野
、
村

井
、
上

川
町
長
、
以
上
四
三
名
。

東
条
会

長
の
挨

拶
に

つ
づ
き
、

井
手
理
事

長

よ
り
四
十
三
年

度
事
業
報
告
、

な
ら
び

に
会
計

報
告
が
あ
る
。

春
日
監
事
よ
り
会
計
監
査
報
告

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
る
。

の
ち
、

一
、
会
則
改

正
i
支
部
開
設

の
件
ー

二
、
小
鳥

の
声

を
聞

く
会

の
件

三
、

コ
ル
テ
教
授
講
演
会

の
件

四
、

レ
ナ
ー
ド
教
授
講
演
会

の
件

五
、
林
理
事

よ
り
街
路
樹
管
理

の
不
備

と

い

う
問
題

に

つ
き
発
言
。

六
、
宮
脇
理
事

よ
り
街
路
樹
委
員
会
を
、
よ

り
強
化
す

べ
き

で
は
な

い
か
と

の
発
言
。

七
、
ゴ

ミ
処
理

の
問
題

八
、
観
光
地

の
整
備

と
自
然
保
護

と
の
兼
ね

合

い
に

つ
い
て
。

以
上

の
問
題
に

つ
い
て
種

々
話

し
合

い
が
行

な

わ
れ
、
午
後

六
時
三
十
分
終
了
。

の
ち
、
会

食

に
移
り
七
時
す
ぎ

解
散
。

●
六
月
十
四
日

(
土
)

コ
ル
テ
教
授
講

演
会

(
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
国
)

「
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
国
立
公
園
」

植
物
園

の
集
会
室

に
て
三
時

か
ら
四
時

に
わ

た

っ
て
、
地
図
や
美

し
い

ス
ラ
イ
ド
を
も
と

に

し
な
が
ら
、

ア
ル
ゼ

ソ
チ

ソ
の
主
要
国
立
公
園

に

つ
い
て
の
解
説
。
出
席
者
-
約
三
〇
名
。

●
六
月
二
十

二
日

(
日
)

藤

の
沢
小
鳥

の
村
探
鳥
会

午
前

十
時
、
藤

の
沢
小
学
校
前
集
合
、
北
海

道
山
草
会
、
草
と
木

の
会
と
合
同

に
て
四
〇
名

ほ
ど
の
参
加
者
。
鳥

の
説
明
を
道
猟

友
会

の
斎

藤
春
雄
、
津
守
康
正

の
両
氏
。
植
物
を
植
物

園

の
原
秀
雄
氏
と
、
旭

ケ
丘
高
校

の
野
田
四
郎
氏

が
担
当
。
藤

の
沢
小
学
校
長

・
田

中

公

正

氏

と
、
小
鳥

の
村
名
誉
村
長

・
小
沢
広
記
氏
の
ご

厚
意
を

い
た
だ
き
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
大
変

楽

し
い
充
実
し
た

一
日
で
あ

っ
た
。

●
七
月

二
日

(
水
)

街
路
樹
委
員
会
視
察

午
後

一
時
半
グ
ラ

ソ
ド
ホ
テ
ル
に
集
合
し
、

宮
脇
、
斎
藤

(
雄
)、

明
道
、
辻

井
の
四
名

の
街

路
樹
委
員
と
井
手

理
事
長
が
真
駒
内
柏

ケ
丘

を

視
察
。

●
七
月
十
七
日

(
木
)

第
三
十

一
回
理
事

会

午
後

一
時
よ
り
開
催
。

出
席
者
i

坂
本
、
島
倉
、
萩
原
(
代
)
、
岩
本

(
代
)
、
札
幌
営
林
局

長
(
代
)
、
関
(
代
)
、
橋
本
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(
昌
)
、
林

務
部
長
(
代
)
、
伊
藤
(
義
)
代
、
佐
藤

(
代
)
、
土
木
部
長
(代
)
、

井
手
、
斎
藤
(
雄
)
、

以
上

一
三
名
。

一
、
街

路
樹

問
題

に

つ
い
て

二
、

大
雪

小
委
員
会

の
件

ト
ム
ラ
ウ

シ
委
員
会

を
大
雪
小
委
員
会
と
改
め

委

員
の
再
編
成

を
行
な
う
。

三
、
赤
岳
道
路
問
題

に

つ
い
て

こ
の
件

は
大
雪
小
委
員
会

に
付
託
す

る
。

四
、
北
海
道
自
然
歩
道
計
画

に
つ
い
て

●
レ
ナ
ー
ド
教

授
講
演
会
(
ミ
シ
ガ

ン
大
学
)

「
ア
メ
リ
カ
の
国

立
公
園
」

理
事
会

終
了
後

、
行
な

わ
れ
た
。
平

日
だ

っ

た
た

め
参
加
者
は

一
〇
名
と
少
な

か

っ
た

が
、

美
し

い
ス
ラ
イ
ド
や
十
六
ミ
リ
を
使
用

し
て
の

講
演

は
興
味
深
か

っ
た
。

●
七
月
三
十
日

(
木
)

日
高
調
査
委
員
会

午
後

二
時
よ
り
開
催
。

出
席

者
-

犬
飼
、
井
手
、
辻
井
、
斎
藤
、
橋

本

(誠

)
、
高

山

(北
大
教
育
学
部
)
、
橋
本
(
道

庁
)
、
以
上
七
名
。

本
年
度

日
高
学
術
調
査

の
調
査
方
針
な
ら
び

に
報
告
書

の
編
集
方
針
な
ど

に

つ
い
て
検
討
。

●
九
月

十
三
日

(
土
)

編
集
委

員
会

午
前
十
時

三
十
分

よ
り
開
催
。

出
席
者
i

井
手
、
楡
金
、
辻
井
、
山
口
、
以

上
四
名
。

会
誌
第

六
号

の
編
集
方
針
、
な
ら
び

に
第

七

号

の
原
稿
依
頼
先
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合

い
が

行
な

わ
れ
た
。

●
九
月
十
七

日

(
水
)

街

路
樹
委

員
会
視
察

午
後

一
時
、
グ

ラ

ソ
ド

ホ
テ
ル
集
合
。
斎
藤

(
雄
)
、
宮
脇
、
井
手
、
辻
井

の
メ
ソ
バ
ー
に
て

円
山
公
園
内

の
ス
ギ
林

の
視
察
を
行
な

っ
た
。

こ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
、
札
幌
市
公
園
課

に
報
告
を
提
出
。

●
十

一
月

二
十
日

(
木
)

第
三
十

二
回
理
事
会

午
後
三
時

よ
り
開
催
。

出
席
者
-
坂
本
、
宮
脇

、
伊
藤
(
秀
)
、渡
辺

、

金
光
、
佐
山
、
岩
本
(
代
)
、
伊
東

(
道

・
林
務

部
)
、
武
田
(
道

・
林
務
部
)
、
蝦
名

(道

・
土
木

部
)
、
春
日
(
代
)
、

萩
原
(代
)
、

斎
藤
(
春
)
、

楡
金
、
明
道
、
辻
井
、
池
田
(道

・
企
業
局
)
、

以
上

一
七
名
。

一
、
四
十
四
年
度
前
期
活
動
報
告

二
、
四
十
四
年
度
前
期
会

計
報
告

三
、
街
路
樹
委
員
会
報
告

円
山

ス
ギ
林
視
察

に
つ
い
て
の
報
告

が
な

さ

れ
た
。

四
、
然
別
湖

の
件

道
土
木
部
側
と
話
し
合

い
。
道
側

よ
り
案

を

出
し

て
も
ら

っ
た
う
え
で
、
協
会
側

で
検
討
す

る
と

い
う

こ
と
に
な
る
。

五
、

ト
ム
ラ
ウ

シ
道

路
計
画
の
件

明
年
、
雪
ど
け
を
待

っ
て
現
地
調
査

を
行
な

う

こ
と
に
決
定
。

六
、
大
雪
山
、
中

山
峠
有
料
道
路
計
画

に

つ

い
て道

庁

企
業
局

の
池

田
氏

よ
り

こ
の
計
画
に

つ

い
て
説
明
が
な

さ
れ
た
。

七
、

シ
ー
ル
発
行

の
件

現
在
協
会

に
余
分

の
財
源
が
な

い
な
ど
な
か

な
か
困
難

と
思

わ
れ

る
し
、
絵

ハ
ガ
キ
な
ど
も

っ
と
実

用
的
な
も

の
に
す
べ
き
で
は
な

い
か
と

の
考

え
方
も
あ
り
、
さ
ら

に
検
討

の
要
あ

り
。

八
、
日
本

ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト
設
立
報
告

楡
金
氏
よ
り
、
日
本

ナ
シ

ョ
ナ
ル
ト
ラ

ス
ト

恵

庭

岳

を

め

ぐ

る

(
観
光
資
源
保
護
財
団
)

の
設
立
が
報
告
さ
れ

た
。九

、
来
年
度

の
協
会

の
プ

ラ

ソ

才

リ

ン

ピ

ツ

ク

施

設

も
う

三
、
四
年
前

に
支
笏
湖
畔
恵

庭
岳

の
オ

リ

ソ
ピ

ッ
ク
滑
降

コ
ー

ス
に
つ
い
て
、
北
海
道

自
然
保
護
協
会
理
事
会

は
白
熱
的
な
議

論
を
く

り
返
し
た

こ
と
が
あ

る
。
理
事

の
中
に
は
、

オ

リ

ソ
ピ

ッ
ク
側

の
当
事
者
が

い
る

一
方
、
自

然

保
護

の
立
場

か
ら
、
滑
降

コ
ー
ス
を
恵
庭
岳

の

よ
う
な
自
然
保
護
上
貴
重
で
、
し
か
も
札

幌
近

郊

に
あ

る
唯

一
と
も

い
う
べ
き
自
然
林

の
中

に

設
け

る
べ
き

で
な

い
、
と
す
る
純
粋
に
自
然
保

護

の
立
場

に
立

つ
理
事
が

い
る

の
で
、

こ
れ
は

当
然
予
想
さ
れ
た

こ
と

で
あ

る
。

結
局
、
す

で
に
恵
庭
岳

の

コ
ー
ス
が
1
0
C

で
承
認
さ
れ

て
い
て
、

こ
れ
は
変
更

し
が
た

い

と

い
う
理
由

か
ら
、
協
会
と
し
て
も

こ
れ

に
反

対
し
な

い
こ
と

に
な

っ
た
が
、
た
だ
し
、
条
件

と
し

て
強
く
希
望
し
た

こ
と
は
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク

終
了
後
、

こ
の
滑
降

コ
ー
ス
の
た
め
に

つ
く
ら

れ
た
施
設
は

い
っ
さ
い
撤

去
し
、
伐
採
さ
れ
た

樹
木

は
植
林

な
ど
の
方

法
に
よ

っ
て
、

で
き

る

限
り
現
状

に
復
す

る
と
い
う

こ
と

で
あ

っ
た
。

オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会

は
こ
の
条
件
を

い

れ
て
、

こ
の
条
件

の
も
と

で
厚
生
省

に
施
設
建

設
の
許

可
を
求
め
て
承
認

さ
れ
た

の
で
あ
る
。

滑
降

コ
ー
ス
問
題
は
、
協
会

と
し
て
は
以
上

井

手

責

夫

の
よ
う
な
形

で

一
応

決
着

が

つ
い
た

の
で
あ
る

が
、
で
き
れ

ば
滑
降

コ
ー

ス
を
も

っ
と
便
利
な

と

こ
ろ
に
う

つ
す

こ
と
が
で
き
な

い
か
、
そ
う

す
れ
ば
自
然
保
護

の
問
題

は
も
と

よ
り
、
オ

リ

ソ
ピ

ッ
ク
終

了
後
も
大
勢

の
人

々
が
利
用
し
易

く
、
施
設
に
投

じ
た
費
用
も
無
駄

に
な
ら
ず

に

す
む
と

い
う
考

え
か
ら
、
四
名

の
理
事
が
個
人

の
資
格
で
国
際
自
然
保
護
連
合

の
総
会

に
問
題

を
提

出
し
た
。

し
か
し
、

日
本
側

の
代
表

の

一
人
が
、
当
時

こ
れ
を
支
持

し
な

か

っ
た

の
で

(
後

に
は

こ
の

人
も
、
前
四
名
の
意

見
と
同

一
の
見
解
を
個
人

と
し
て
は
表

明
し
た
)
、総
会
と

し
て
採
択
す
る

ま
で
に
は
い
た
ら
な

か

っ
た
が
、
国
際
自
然
保

護
連
合

の
代
表
的
な

メ

ソ
バ

ー
で
あ

る
イ

ソ
ス

ブ
ル

ッ
ク
の
植
物
学
者

・
ガ

ム
ス
氏

の
協
力
に

よ

っ
て
、
恵
庭
岳
周
辺

の
自
然

の
損
傷

に
反
対

す

る
文
章

に
、

ほ
と

ん
ど
全
世
界

の
代
表
者
の

署
名
が
得
ら
れ
た
。

こ
の
署

名
は
1
0
C
の
ブ

ラ

ソ
デ

ー
ジ
会

長
に
送
ら
れ
、
会

長
か
ら
J
O

C
に
善
処
方
を
求
め
て
き
た
の
で
あ

る
。

こ
の
間

に
、
支
笏
湖
周
辺
を
よ

く

ご

存

知

の
天
皇
陛
下
が
町
村
知
事
を
お
召
し

に
な

っ
た

節
、
北
海
道

の
自
然
保
護
に

つ
い
て
こ
下
問

の

2



あ

っ
た

こ
と
を
記
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な

い
。

そ
し

て
恵
庭
岳

滑
降

コ
ー

ス
の
決
定

の
た
め

1
0
C

か
ら
派
遣

さ
れ
た

コ
ー

ス
選
定
委

員

シ

ユ
ピ

ー
ス
氏
が
、

コ
ー

ス
選
定

に
さ

い
し
て
で

き

る
だ
け
樹
木

の
伐
採
を
少
な
く
す

る
よ
う

に

苦
心
し
て
く
れ
た

の
は
幸

い
で
あ

っ
た
。

と

こ
ろ
で
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
組

織
委
員
会

は
、

オ

コ
タ

ソ
ペ
湖
上
方
を
通
る
現
在
建
設
中

の
道

心[

「樹
海
碑
」
の
建
立
に
際
し
て

[一

高

橋

延

清

一伽剛一顧■一鴫顧一膨閥一闘顧一閲■繭一目田一胴願一耳量一騒購一,■一鄙ロー纈願一■日一題鵬一園ロー●園一騨馴

も
と
も
と
、
北
海
道
全
島

は
、

う

っ
そ
う
た

る
原
始
林

に
お
お
わ
れ
て

い
た
の
で
あ

り
ま
す

が
、
和
人
が
渡

っ
て
き
て
漁

業
を
営
み
は
じ

め

て
か
ら
、
海
岸
線

に
沿
う

て
し
だ

い
に
森
林

が

荒

さ
れ

て
ゆ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
数
回

に
わ
た

る
本
道

の
拓
殖
計
画

に
も
と

つ
い
て
原
始
林
が
焼
き
払
わ
れ
、
農
地

開
拓

が
強
力

に
す
す
め
ら
れ

て
か
ら
、
森
林
地

域

は
ど
し
ど
し
減

っ
て
ゆ
き
、
結
果
と
し
て
農

耕

地
が
開
け
村
落
が
生
ま
れ
、
都
市
が
建
設
さ

れ

て
い

っ
た

の
で
あ
り
ま
す
。
豊

か
な
森
林
資

源

は
、

つ
ね

に
拓
殖
車
業

の
有
力
な
財
源
で
あ

り
ま
し
た
。

林
業
経
営
対
象

の
森
林
も
し
ば
し
ば
山
火
事

の
被
害

を
受
け
、
さ
ら

に
戦
時
中

の
濫
伐
、
戦

後

の
復
興

の
た

め
林
力
を
は
る

か
に
越
え
る
伐

採

が
強
要
さ
れ
、
ま
た
戦
後

の
農
地
開
拓
、
現

在

の
草

地
開
発

の
推
進
政
策

か
ら
森
林
而
積
は

い

っ
そ
う
縮
減
さ
れ
、
残

っ
た
森
林
の
蓄

積
も

極
端

に
減

少
し
て
、

か

つ
て
わ
が
国

に
お
け
る

森
林
資
源

の
宝
庫

で
あ

っ
た
本
道
も
、
今
日
で

は
北
洋
材
、
北
米
材
、
南
洋
材

の
輸
入

に
た
よ

ら
ざ

る
を
得
な

い
現
状

で
あ
り
、
ま

こ
と

に
今

昔

の
感

ふ
か
い
も

の
が
あ

り
ま
す
。

輝
く
開
道
百
年

の
歴
史
は
、
裏

を
返
せ
ば
、

本
道
原
始
林

の
犠
牲

史
で
あ
る
と
申

し
て
も
過

言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
今

日
、
国
立
公
園

の

一

部
の
地
域
、

そ
の
他

の
奥
地
林

の

一
部
を
除

い

て
は
、
本

道
に
は
原
始
林

の
景
観
を
保
持
し

て

い
る
林
相
は
ま

っ
た
く
姿

を
消
し

て
し
ま

い
ま

し
た
。

明
治

三
十
二
年
、
林
学

の
研
究
、
実
験

の
場

と
し
て
、
当
地
域

に
演
習
林
が
創
立
さ
れ

て
以

来
、
地
元
関
係
機
関
、

地
元
住
民

の
ご
協
力
、

ご
支
援

の
も
と
に
今

日
ま
で
管
理

・
経
営
を

つ

づ
け

て
参
り
ま
し
た
が
、
と
く
に

こ
こ
か
ら
展

望
♪・」れ
る

一
万

一
千

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
大
森
林

は

エ
ゾ

マ
ツ

・
ト
ド

マ
ッ

・
広
葉
樹

の
混
交
林

で

ま

っ
た
く
北
海
道
の
原
始

の
林
相
を
保

っ
て
い

る

の
で
あ

り
ま
す
。
国
道

か
ら
あ

の
よ
う
な
樹

海
が
眺
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
は
、
道
内

に
は

ほ
か

に
な
く
、

こ
の

一
大
景
観
を
保
全
し
、
永
遠

に

継
承
す
る

こ
と
が
わ
れ
わ
れ

の
責
任

で
あ

る
と

痛
感
し
て

い
た
の
で
あ

り
ま
す
。

開
道
百
年

に
さ

い
し
、
記
念
事

業

と

し

て

「
樹
海
碑
」

の
建
立
を
皆

さ
ま
と
と
も

に
企
画

路

は
狭

く
、

か
つ
、
な
だ
れ
の
危
険
が
あ

る
の

で
、
滑
降

レ
ー
ス
当
日

の
輸

送
の
万
全
を
期
す

る
た

め
さ
ら

に
恵
庭
岳

の
支
笏
湖
側
、
す
な
わ

ち
東
南
側
、
丸
駒
温
泉
と
オ

コ
タ

ソ
ペ
河

口
間

い
た
し
ま
し
た
と

こ
ろ
、
数
百
名
余
に
お
よ
ぶ

多
数

の
方

々
の
積
橿
的
な
ご
賛
同
を
得

て
、
本

日

こ
こ
に
荘
重
な

る

「
樹
海
碑
」
が
で
き
あ
が

り
、
自
然

を
愛
す

る
わ
れ
わ
れ

の
意
志
が
永
遠

に
伝
承
さ
れ
る

こ
と
に
思

い
を
い
た
し
、
ま

こ

と
に
感
激

に
耐

え
ま
せ
ん
。
皆
さ

ま
方

の
ご
賛

同
に
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。

に
二
車
線
の
道
路

の
建
設

を
計
画

し
て
い
る
。

こ
の
計
画

に
つ
い
て
は
、

す
で
に
昭
和
四
十
二

年
度

の
調
査
報
告
書

(会

誌
第

四
号
所
載
)

の

中

で
も
賛
成
で
き
な

い
こ
と
が
報
告
さ
れ

て
い

く
開
放

い
た
し
た

い
と
考

え
、
じ

ゅ
ん
か
ん
す

る
奥
地
林

道
の
開
設

に
努

力
を
傾

け
て
お
り
ま

す
。地

元
関
係
諸
機
関
、
な
ら
び
に
地
元
住
民
各

位

の
相

か
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
末
永

く
お
ね
が
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

裏
面

の
文

開
道
百
年

こ
の
原
始

の
姿
を

永
久

に
伝

え
ん

昭
和
四
十
三
年

九
月
二
+
八
日

建

立
者

自
然
を
愛
す
る

人

々

な
お
、

こ
の
地
域

は
本
年
度

か
ら
農
林
省

よ

り
鳥
獣
保
護
区

(
一
森
林

地
域

と
し
て
は
日
本

最

大
)

に
指
定

さ
れ
、
林
学

の
み
な
ら
ず
生
物

系
自
然
科
学

の
研
究

の
場

と
し
て
、
将
来
ま
す

ま
す
利
川
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、

木
材
の
生
産

は
も
と
よ
り
、

レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ

ソ
の
場

所
と
し
て
も
地
元
住
民
、

そ
の
他

に
広

以
上
は
荘
こ
ん
な
除
幕
式

を
終
え
て
、
祝
賀
式

に
お
け

る
協
賛
会
会

長
と
し
て
の
私

の
あ

い
さ

つ
で
あ

り
ま
す
。

碑

の
建

立
場
所

は
富
良
野

市

(
大
学
演

習
林
)
と
、
南

富

良
野
町

(
国
有
林
)

と
が

接

す
る
通
称

三
の
山
峠

で
、

幅
広

い
国
道
三
十
八
号
線

が

通

っ
て
お
り
、
車
窓
か
ら
樹

海
が

一
望
で
き

る
と

こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
碑

の
建
立
に
は

大
自
然
と
調
和

が
た
も
た

れ

わ
れ
わ
れ
の
自

然
保
護

の
意

志
が
将
来
、
永
遠
に
伝
わ
る
よ
う
全
力
を

つ
く

し
ま
し
た
。
樹
海
の
.題
字

に
は
、
私

の
全
精
神

力
を
そ
そ
ぎ

こ
み
ま
し
た
。

碑
は
仙
台
石
で
高

さ

一
・
八

m
、
幅

三

m
、

厚
さ
○

・
四

m
、
題
字

の
大
き

さ
は
○

・
八

m

角

で
あ
り
ま
す
。

(
東
大
演
習
林
長
)
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る
が
、

昭
和
四
十
四
年

二
月

一
日
、
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
組

織
委
員
会

の
要
望
を
道

の
土
木
部
長
か

ら
理
事
会

に
提
出
さ
れ
た

の
で
、
再
度

検
討

し

た
の
で
あ

る
が
、
理
事
会
は
不
賛
成
の
旨
を
出

席

理
事

全
員
が
確
認
し
た

の
で
あ

っ
た
。

理
由

は
、

こ
の
地
域
が
支
笏
湖
に
お
い
て
現

在
残

さ
れ

て
い
る
、
ほ
と
ん
ど
唯

一
の
原
始
的

自
然
林

で
あ

る
か
ら

で
、

こ
こ
に
道
路

を
通
す

こ
と
は
単

に
道
路

の
た
め
に
森
林

が
伐
採

さ
れ

る
に
と
ど

ま
ら
ず
、
道
路
ぞ

い
の
森
林

に
大
き

な
影
響
を
与
え
、
森
林
荒
廃

の
原
因

と
な

る
か

ら

で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
理
事
会

は
四
十
四
年

二
月
六
日
づ
け
で
知
事
あ

て
に
、

こ
の
道
路
計

画

に
は
不
賛
成
で
あ
る
の
で
、
滑
降
競
技
運
営

の
た
め

に
は
、
現
在
建
設
中

の
オ

コ
タ

ソ
ペ
湖

上
方
を
通
過
す
る
恵
庭
岳
北
西

面
の
道
路

に
待

避
線
を

っ
く
る
と
か
、
湖

上
を
フ

ェ
リ
ー
で
運

ぶ
と
か
、
他
の
適
当
な
方
法

で
解
決
さ
れ
た

い

旨
を
答
申

し
た

の
で
あ

る
。

知
事

は
協
会

の
答
申
を
尊
重
さ
れ
て
、
建
設

中

の
恵
庭
岳
北

西
山
麓
を

め
ぐ
る
道
路

の
た
め

道
費

を
支
出
さ
れ
、
待
避

線
そ
の
他
必
要
な
場

所

の
拡
幅

の
費
用
と
さ
れ
た
。
私

ど
も
は

こ
れ

で
こ
の
問
題
が

一
応
、
当

面
の
解
決

を
得
た
も

の
と
考
え

て
い
た
。

し

か
し
、
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
組
織
委
員
会

は
当

日

の
輸

送
上
の
万
全
を
期
す

る
た

め
に
、
さ
ら

に
知
事
に
要
望
し
て
い
る
と
き

い
て
い
る
。

ま

た
地
元
千
歳
市
が

こ
の
道
路

を
通
し

て
、
支
笏

湖

一
周
の
道
路

と
し
て
、
観
光
上

に
役
立

て
た

い
と
い
う

こ
と
も
理
解
し
得

る
。

唯

一
の
解

決
法
は
、
丸
駒
温
泉
と
オ

コ
タ

ソ

ペ
河

口
と

の
間
の
道
路
を
大
部
分

ト

ソ
ネ

ル
に

す

る
こ
と

で
あ

る
。

こ
れ
な
ら
ば
、
協
会

側
と

し
て
も
賛
成
す
る

こ
と
が
で
き

る
で
あ

ろ
う
。

ト

ソ
ネ

ル
と

い
う
考
え
は
、

工
事
関
係
者

の
間

に
も
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
費
用
と
日

数
が

か
か
る
と

い
う

こ
と
が
、

お
そ
ら
く
最
大

の
難
点

で
あ
ろ
う
。

地
元
が
観
光
上

の
収
益
を
あ
げ

よ
う
と
す
る

要
望
は
当
然
な

こ
と
で
あ

る
が
、
自
然
保
護
上

の
じ

ゅ
う
ぶ

ん
な
配
慮
の
う
え
に
な
さ
れ

る
な

ら
ば
私
達
も
賛
成
で
あ
る
。

こ
れ

に
つ
い
て
は

す

で
に
会
誌
第

六
号
の
巻
頭

に
も
述

べ
た
よ
う

に
、
自
然

の
貴
重
な
観
光
資
源

は
自
然
保
護

の

立
場
に
立

っ
て
の
み
、
じ

ゅ
う
ぶ

ん
な
効
果
を

あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
立
場

か
ら
す
れ
ば
、
恵
庭
岳

の
支
笏
湖

畔
側

の
自
然
林
は
ぜ
ひ
守

ら
れ
ね

ば

な

ら

な

い
。

こ
れ
を
守
り
な
が
ら
道
路
を
通
す
と
す
れ

ば
、

ト

ソ
ネ

ル
が

一
番
よ
い
方
法

で
あ
る
。
湖

畔

に
そ

っ
て
、
有
料
道
路

の
よ
う

に
埋
立

て
を

す
る
と

い
う
の
も

一
方
法

で
は
あ
る
が
、
恵
庭

岳

直
下
の
湖
畔

は
き

り
立

っ
て
い
て
困
難

が
あ

ろ
う
し
、
あ

の

へ
ん
の
風
光
は
そ
の
ま
ま
残

さ

れ
る
こ
と

が
望

ま
し

い
。

問
題

は
ト

ソ
ネ

ル
工
事

で
は
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク

に
ま
に
あ
わ
な

い
こ
と
で
あ

る
。

し
か
し
、

オ

リ

ソ
ピ

ッ
ク
側
が
当
初
支

笏
湖
周
辺

の
道
路
を

計
画
し
た
と
き
、
地
主
で
あ

る
営
林
局
側

は
、

湖
畔
側

に
つ
け
る

こ
と
に
は
強
く
反
対
し

て
、

そ

の
た
め
現
在
建
設
中
の
北
西
山
麓
道
路

に
つ

い
て
で
き
る

か
ぎ

り
の
譲
歩

を
し

て
き
た

の
で

あ
る
。
し
か
も
そ
の
工
事

に
つ
い
て
も
、
自
然

保
護
上
問
題
を
生

じ
て
い
る
と
聞

い
て
い
る
。

オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
が
国
際
的
な
も

の
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
政
府

を
は
じ

め
関
係
者
が
、
全
力

を
あ
げ
て
万
全
を
期
す

る
の
は
当
然
な

こ
と

で

あ

る
。
し

か
し
、
た
だ

一
日
か
二
日
の
競
技

の

た
め

に
、
百
代
に
わ
た

っ
て
子
孫

に
伝
う

べ
き

貴
重
な
自
然
が
破
壊

さ
れ
て
は
な

ら
な

い
。
そ

う

い
う
自

然
を
守
る
た
め
に
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
側

が
多
少
の
不
便

を
し
の
ぶ
な
ら
ば
、

か
え

っ
て

オ

リ

ソ
ピ

ッ
ク
関

係
者
の
良
識
と
賢
明
さ
を
示

す

こ
と
で
あ
り
、

国
際
的
に
も
日
本

の
文
化
水

準

の
高
さ
を
誇
示
す
る

こ
と
に
も
な

ろ
う
。

し

か
し
実
際
問
題
と
し
て
、

そ
う

い
う
視
野

を
現
在
の
オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
側
に
求

め
て
も
得
ら

れ
そ
う
も
な

い
よ
う
で
あ

る
。
協
会

に
は
な

ん

の
権
限
も
な

い
か
ら
、

た
だ
関
係
各
方
面

に
反

対

の
意
志
を
表
明
す
る

こ
と
以
外

に
は
で
き

る

こ
と
は
な
い
。

オ
リ

ソ
ピ

ッ
ク
を
至
上
命
令

と

す
る
関
係
者

の
力

を
も

っ
て
す
れ
ば
、
特
別
自

然
保
護
地
域
に
道
路

を
通
す

こ
と
も
、
す

で
に

滑
降

レ
ー

ス
や
そ
の
た
め
に
現
在
建
設
中

の
道

路

で
、

証
明
ず

み
の

こ
と
で
あ

る
。

し
か
し
森
林
保
護

の
た

め
に
日
夜
、
熱
心

に

作
業

し
て
き
た
現
場

の
人

や
当
事
者
は
、

こ
の

こ
と
で
ど
れ

ほ
ど
そ

の
意
気
を
そ
が
れ
る

こ
と

で
あ

ろ
う
。
そ
う

い
う
実
際

に
森
林
保
護

に
献

身

し
て
い
る
人

々
の
意
志
を
阻
害

す

る

こ

と

が
、
ど
れ

ほ
ど
大
き
な

マ
イ

ナ
ス
に
な
る

か
。

さ
ら

に
悪

い
こ
と
は
、
現
実
に
傷

つ
け
ら
れ
、

道
路

に
切
り
開
か
れ
た
自
然
は
も
と
に
も

ど
し

ょ
う
が
な

い
の
で
あ
る
。

心
な

い
ド

ラ
イ
バ

ー
は
、

た
だ
森
林

の
中
を

心
地
よ
げ
に
走

り
ぬ
け
る
で

あ

ろ

う
。
し

か

し
、
美
し

い
自
然
林

が
た

っ
た

一
、

二
日

の
オ

リ

ソ
ピ

ヅ
ク
に
よ

っ
て
と
り
返
し
よ
う
も
な
く

傷
け
ら
れ
た
、
と

い
う
事
実

は
い

つ
ま
で
も
残

る

の
で
あ
る
。
為

政
者
に
、
当
事
者

に
、
そ

の

こ
と
を
考
え
て

い
た
だ
き

た
い
。

(理
事
長
)

会
報
第
八
号
を
お
と
ど
け
し
ま
す
。

い

つ
も

書
く

こ
と
で
あ
る
が
、
会
員

相
互
の
意
向
を
反

映
す
る
機
会

が
ま

っ
た
く
な

い
の
で
、
会
報
や

会
誌
を
そ
う

い
う
場
所
と
し
て
で
き

る
だ
け
利

用

し
て
い
た
だ
き
た

い
。

も
ち
ろ
ん
そ
の
時

々

に
、
ご
意
見
や
ご
批
判
を
お
よ
せ
下
さ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
を
会

報
や
会

誌
に
ま
と
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
会

報
が
単
な
る
記
録

の
羅
列

に
な

る
と
、
ど
う
し
て
も
敬

遠
さ
れ
が
ち
な
の
で
、

親

し
み
易

い
も
の
に
す
る
た
め
に
も
、

で
き

る

だ
け
そ
う

い
う
も
の
を
集
録

し
て
ゆ
き

た
い
。

ご
協
力
を
お
ね
が

い
し
ま
す
。
映
画

と
講
演

の

会
を
も
よ
お
す
計
画
を
し
て

い
た
の
が
、
私

の

入
院
な
ど
で
果
た
せ
な
か

っ
た
が
、
近

い
う

ち

に
実
行
し
た

い
と
思

う
。

〃
東
海
自
然
歩
道

"
の
予
算

が
全
面
的

に
削

除
さ
れ
て

い
た
の
が
、
国
民

の
声

に
動

か
さ
れ

て
復
活
す
る
話

は
、
当
然

の
こ
と
な
が
ら
近
頃

嬉
し

い
話
で
あ

る
。

こ
の
冬
は
寒

さ
厳

し
く
風
邪

が
流
行
し

て
い

ま
す

。皆

さ
ま
の
ご
健
勝
を
祈

り
ま
す

。(
井
手
)

昭
和
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